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発掘調査に至る経過及び発掘調査期間は以下のとおりである。 

1 浄妙寺旧境内遺跡 

鎌倉市浄妙寺字稲荷小路129番2に所在する。当遺跡は国指定史跡浄妙寺境内の関連遺跡てあり、 

調査地点は、浄妙寺境内図によれば塔頭の慈済庵・金隆庵の位置に相当する。 

昭和59年 3 月、建築確認申請に伴う事前相談があり、当該地に鉄筋コンクリート 2 階建の個人専

用住宅建設計画があることが判明した。このため 3 月26日から同月29日まで坪掘りを行い、遺構の

確認を行ったところ、良好な地形面、礎石、ピット等を検出した。これに基づき昭和59年 4 月事業者

と協議したが、当該計画に対する意志は固く、設計変更はできない旨回答があった。当該設計ては

遺構が破壊されてしまうため、県文化財保護課と協議したところ、個人専用住宅の建設であり、事

業者の調査経費負担は難しいため、国庫・県費補助事業として事前発掘調査を実施するよう指導が

あった。これにより事業者と協議し、発掘調査を実施することで協議が整った。このため「土木工

事等のための発掘に関する届出書」 の提出を指導したところ昭和59年4 月27日付て提出かあり、同

年 5 月 8 日付で県教育長からの通知があったため、これに基づき、鎌倉市が浄妙寺旧境内遺跡発掘

調査団（団長 大三輪龍彦）に委託して発掘調査を実施した。なお、発掘調査深度は基礎の根切底

を基準とした。 

2 北条泰時●時頼邸跡 

鎌倉市雪ノ下1丁目372番7に所在する。当遺跡は北条泰時・時頼の館跡と推定され、、鎌倉にお

ける北条氏の代表的館跡の1つであり、若宮幕府跡の一画であるとも推定されている。 

昭和59年 3 月、鉄筋コンクリート造 3 階建店舗併用住宅を計画しているが、当該地の埋蔵文化財

について取り扱いを協議したい旨、設計者から申し出があった。このための設計変更をうながしたが

地盤が悪いため設計変更は不可能である旨、回答があった。当該設計では遺構が破壊されるため、 

昭和59年 4 月、隣接地の発掘調査資料を基に県文化財保護課と協議したところ店舗併用住宅の建設

てあり、事業者の調査経費負担は難しいため、国庫・県費補助事業として事前発掘調査を実施する

よう指導かあった。これに基づき事業者と協議し、発掘調査を実施することで協議が整った。この

ため「土木工事等のための発掘に関する届出書」の提出を指導したところ昭和59年 4 月24日付で提

出があり、同年 5 月14日付て県教育長からの通知があったので、これに基つき、鎌倉市が北条泰時・

時頼邸跡発掘調査団（団長 吉田章一郎）に委託して発掘調査を実施した。 

3 台山遺跡 
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鎌倉市山ノ内字藤源治874番2に所在する。当遺跡は北鎌倉駅西側丘陵東側斜面に存在する、縄文

時代から室町時代後期にかけての複合遺跡である。 

昭和59年 8 月、建築確認申請に伴う事前相談があり、当該地に鉄筋コンクリート造 2 階建の専用

住宅建設計画があることか判明した。当該計画では遺構が破壊される可能性が強いため、県文イヒ貝オ

保護課と協議したところ、(1）坪掘りを行って遺構の存在を確認すること、(2）設計変更に応じられず

遺構が破壊される場合は、専用住宅の建設であり、事業者の経費負担が難しいため、国庫・県費補

助事業として事前発掘調査を実施することとの指導があった。このため 9 月17・18日に坪掘りを行

い遺構の確認を行ったところ、弥生時代の堅穴式住居跡を検出した。これに基づき事業者と協議し

たところ、設計変更には応じられないが発掘調査には協力する旨の回答があった。このため「土木

工事等のための発掘に関する届出書」の提出を指導したところ、昭和59年 9 月20日付で提出かあり、 

同日付で県教育長からの通知かあった。これに基つき、鎌倉市が台山遺跡発掘調査団（団長 赤星

直忠）に委託して発掘調査を実施した。なお、発掘調査深度は、基礎の根切底を基準とした。 

表 1 調査地区ー覧表 

No 遺跡名 所 在 地 原因者 調査原因 遺種
 
跡

類
 

調
面
 
査

積
 

現地調査期間 

一
 
 

浄妙寺旧 浄妙寺字稲荷 S59. 5 .14 
飯田英作 専 用 住 宅 ニ七一 IてI士・ 

、ゴ一 Iク毛 95 m2 I 
境内遺跡 小路129番 2 S59. 5 .31 

っ
乙
 

北条泰時・ 雪ノ下一丁目 鈴木聖一 S59. 7 .17 
店舗併用住宅 館 88 m2 I 

時頼邸跡 372番 7 鈴木千波 S59. 8. 6 

3
  

台山遺跡 
山ノ内字藤源

治874番 2 

保谷和雄

保谷三千雄 
専 用 住 宅 集 マ各 50m 

S 59.10.13 
I 

S 59.10.23 
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II 調査の概況 

1 ．浄妙寺旧境内遺跡 



例 
~ ~ 
= 

1． 本書は鎌倉市浄妙寺字稲荷小跡129番2における飯田栄作氏邸新

築工事に伴う発掘調査の報告である。 

2． 調査は鎌倉市の委託を受けて浄妙寺旧境内遺跡発掘調査団（団

長 大三輪龍彦）が実施した。 

3． 調査団編成及び調査参加者名は本頁下段に示した。 

4． 本書は下記の 3名が分担執筆した。 

第 1章、大三輪龍彦、第 2 ・ 3 ・ 5 章 原広志、第4 章 福田誠

又、報告書作成には執筆者の他に馬測和雄、千葉滋、武淳一、藤

松郁らの協力を得た。 

5． 本書に使用した写真は原広志、武淳一が撮影した。 

6． 鎌倉市教育委員会より適切な指導・助言を受けた。 

調査団編成 

団長 大三輪龍彦 

調査員 原広志 

調査補助員 武淳一、千葉滋 
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第 1章 遺跡の歴史的環境 

遺跡は鎌倉市街地の北東部浄明寺地区に存在する鎌倉五山第五位の臨済宗浄妙寺の旧境内東部に

位置する。浄妙寺の寺地は北に杉本寺背後の杉本城のある大蔵山の丘陵か西から張り出してきてお

り、南は衣張山丘陵の北端があり、南側丘陵の山裾を東から西に向って滑川が流れていて、上流は

六浦荘に通ずる朝比奈峠にまて達す。また滑川に沿うように現在の六浦街道が通じている。西には

平安時代以来の古剃天台宗大蔵山杉本寺（大蔵観音堂）があり、東には足利公方屋敷跡や胡桃谷の

大楽寺旧地が続く。西南には滑川を隔てて宅間谷があり、同じ臨済宗の功臣山報国建忠禅寺が現在

も建っている。また南側東寄りには六浦街道をはさんで稲荷小路遺跡があり、昭和56年に発掘調査

が行なわれ武家屋敷や側溝などの遺構群が確認されている。（報告書未刊） 

浄妙寺は山号は稲荷山と号し、開山は退耕行勇と伝える。開創の事情については一定せず諸説か

あるので、その幾つかを紹介しておくことにしたい。寺蔵の『稲荷山浄妙寺禅略記』ては開創は文

治 4年（1188）開基は足利義兼、開山退耕行勇で寺号を初めは極楽寺と称したという。退耕行勇を

開山とするについては『鶴岡八幡宮寺供僧次第』や『延宝伝燈録』かある。『本朝高僧伝』ては開山

は行勇としているが、開基は北条泰時といっている。文治 4年と具体的に創建年時をあげるのは『浄

妙寺略記』のみてあるが、この書の記事か甚た信ずるに当らないことは『鎌倉市史 社寺編』の中

で証明されているのて開創年時については不明とすへきものてあろう。旧寺号を極楽寺と称したと

いう点については「正嘉之元住相之極楽寺今浄改名」と『元享釈書』月峰了然の伝にあるのて正嘉

元年（1257）に浄妙寺が極楽寺としていたことは確実であるし、月峰了然の入寺は極楽寺が禅寺で

あったことを物語っていよう。 

足利氏の中で法名を浄妙寺殿と号するのは足利貞氏てある。この法名からみても足利貞氏と浄妙

寺の間にはなみなみならぬ関係があったことがうかがえよう。これについて『鎌倉市史 社寺編』 

は貞氏が浄妙寺の中興開基であろうといっている。浄妙寺は足利氏との関係もあって南北朝以降に

最も栄えた時期を迎えたものと思う。この最盛期の寺観はいかなるものであったのであろうか。浄

妙寺には紙本淡彩の浄妙寺境内古図なる古絵図が 1幅所蔵されている。この絵図については「当寺

の伽藍が図のように完備していた頃に作成されたのてはなく、昔の盛んな姿を想起して描かれたも

のであると考えられ、その時期の明確なことはわからないか、図の描法およびそれぞれ注記してあ

る墨記の書体等を加味して、江戸時代に作られたとみられる。」（三浦勝男 『鎌倉の古絵図（1)』）従

って、この絵図が14世紀当時の浄妙寺の様子を正確に伝えているとはいい難いが、参考のためにそ

の様子を略述すれば、総門、山門、仏殿、法堂が南北一直線上に並び、法堂背後に方丈かあり、更

にその奥には開山堂と大檀那霊廟を描く。山門仏殿の西に文殊堂、禅堂、経堂、東に浴室・鐘楼・

荒神堂を配して中心部については禅宗様伽藍配置を示す。また、伽藍の西には直心庵をはじめ万雲・

宏証・禅昌・仏智・法勝・徳源・楊厳・五昨・瑞竜・東に聴泉・升林・磁済・金隆・東漸・知足の

塔頭各庵が描れている。中心伽藍についてはあまりにも整いすきていて容易に信じ難いが塔頭の位

置関係については多少信じてもよいのではないかろうか。発掘調査地はおそらく東側塔頭群の一部

に当っていると思われる。 
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①調査地点 ②浄妙寺 ③浄明寺稲荷小路遺跡 ④公方屋敷跡 

第 1図 遺跡位置図 

第 2 図 遺跡周辺図 
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第 3 図 調査区及び試掘トレンチ配置図 

第 2章 調査の経過 

本遺跡に対する発掘調査は、鎌倉市教育委

員会による試掘調査を経て実施された。 

試掘調査は、建設予定地の内 4 ケ所（T・ 

pI～班）に試掘墳を設定し実施された。こ

の調査は、遺構の有無や地表からの深さ、土

層堆積状態などの把握に重点か置かれた。そ

の結果、敷地内ては地表下20-70cm余りは近

代の埋立と現代撹乱であり、その下は旧水田

耕作土と考えられる青味をおびた灰色粘土か

堆積していた。この層の下には細砂層を挟ん

た中世遺物を含む、 2枚の生活面、（土丹地形

面）か検出され、礎石、柱穴、土墳等の遺構

を確認した。 

本調査は、昭禾ロ59年 5 月14日から同年 5 月 

31日まで実施した。 

調査区は、建築範囲内の約95m2て、基礎掘 今 

削深度に合せて地表下約lmまて掘り下げた

本調査は試掘調査の結果を基にし、近・現代

の客土と撹乱を重機によって除去し、その後人力によ I) 2 面の遺構確認及び調査を行いつつ基礎掘 

削深度まで掘り下げた。その結果、南北朝時代から室町時代にかけての掘立柱建物跡 2 棟、井戸1 

基、土墳17基、溝1条、その他に柱穴が多数検出された。 

第 3章 検出遺構 

1．上層の遺構 

田耕作土と考えられる粘土層下には厚さ 2 -10cmの黄褐色の細砂か堆積し、これを除去してみる 

と、すくに土丹（破砕泥岩）を敷き固めた地業面が現われた。土丹版築は発掘区全域にわたって検 

出され、この面上及び黄褐色細砂層上から遺構を確認した。 

検出した遺構は掘立柱建物跡 2棟、井戸跡1基、土墳15基、溝1条なとてある。 
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掘立柱建物跡 

1 号建物跡（第 5図） 

調査区中央やや東寄りで検出した掘立柱建物跡である。 

柱間寸法は182cm- 183cmを測り、南北 3 間（548cm）東西 3 間（547cm）の総柱建物と考えられる。 

建物南北軸は N-36。ー Eてある 更に東側調査区外に延びる可能性も考えられる。 

柱穴は径25-50m前後の円形を呈し、深さは確認面から約15cm前後のものが多いが、12・13柱穴

のように30-40mと深いものもある。10口の柱穴底部には礎石か残っていた。礎石は殆んどが径20 

---30mの平たい伊豆石（安山岩）を使用していたか、 4・ 9 柱穴は鎌倉石（凝灰岩）てあり、底部

にほほ水平に据えられている。 3 ・ 4 ・11柱穴は小型の石を複数使用している。 

~、 ーー、 ーノ砂、ーーーーーーーーーンー~ 
ーーノ勿ー、 ー、 

第 5 図 1号建物跡 
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2号建物跡（第 6図） 

調査区北東部で検出した掘立柱建物跡てあり、 1号建物跡からやや東にずれて重複する位置にあ

る。 

柱間寸法は181cm- 183cmを測り南北 3 間（547cm)、東西1間（183cm）分を検出した。建物南北軸

は N一41。ーEてある。1号建物跡より5。余り東へ振れている。柱間寸法はほぽ一致している。南北 

3 間、東西 1間分だけが判明し、建物跡の南側は調査区外てあるため全体の規模は不明である。 

柱穴は径25 - 40cm前後の円形であるか、一部に方形のものも認められる。深さは確認面から約10 

- 40mで一定していない。柱穴底部に礎板と思われる木材の圧痕か 2 ・ 3 ・ 6 柱穴て認められた。 

また、 1・ 7柱穴は土丹塊を礎石として底面に据えていた。覆土は細かい土丹や炭化物を少量含む

灰褐色土てある。 

第 6 図 2 号建物跡 

柱穴列 

調査区の北端東側、概ね溝に側って 4 口の柱穴を検出した。この柱穴列は調査区北側に延ひて建 
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4，暗灰砂質土層（貝ガラ粒多量 

1．暗褐色粘土層（炭化物・土丹粒含む） 

2．暗褐色粘土層（5cm角土丹多量） 

3．暗青灰砂質土層（貝ガラ・大土丹・鎌倉石） 

4，暗灰砂質土層（貝ガラ粒多量） 

5．暗青灰色砂質土層（貝ガラ粒少量） 

第 7 図 井戸跡 

物を構築する可能性も存る。 

柱穴列は 3 間（5 18cm）で、西から180cm, 165cm, 173cm と各間にバラつきが認められる。 

円形及び方形状を呈し、径30-40cm、深さ20cm前後である。 1口には礎板が残存していた。 

この他に調査区全域から70口余の柱穴が発見された。大半が直径25-30cmの円形を呈し、 

礎板や石を据えているものかみられた。長期に亘る居住空間てあったことが暗示される。 

井戸跡 

調査区北東隅で検出した素掘りの井戸である。東西径160cm, 

南北径130cmのやや楕円形を呈し、 壁は底面から約120cmまでが

急角度をもって立上り、上端に近くなって壁が広がって緩やか

になる。底面は円形を呈し径70cm余り、確認面から底部までの

さは約180cmを測る。井戸内には井戸枠の痕跡はみられず、素掘

りの井戸と考えられる。 

覆土の上層は炭化物、土丹粒を多く含む暗褐色の粘質土で、 

中層～下層は青灰色の砂質土層で鎌倉石の切石や大型の土丹が

投げ込まれた状態で出土した。遺物には常滑嚢（第 8 図一16), 

瀬戸の折縁皿（第8図-15)、土風炉（第8図-17)、火鉢（第 8 

図―15)、手培（第10図）、包丁（第12図一 4 ）やかわらけ細片 

などか出土している。 

土墳 

調査区のほぽ中央付近に、 1号建物跡の東西軸と平行する 2 

列の土墳列を検出した。北側土墳列は、土壇1~ 4 の 4 基で構

成れており、西側の 3 基（土墳1~3）がほぽ接して在り、1 

基分の間隔をもって土壇 4 か存在する。南側土墳列は、土墳 5 

~7の 3 基カら構成されており土壇 5 は土墳 4 の南'lou に接し講器難器雛諺

ている。土墳 3 ・ 4 は 1号建物跡によって一部壊されている。 3・暗青灰砂質土層（貝ガラ・大 

土墳の組合せはあるいは 1~ 3 と 4~7と考えるぺきかもしれ 5 暗青灰色砂質土層（貝ガラ米 

ない。 第 7 図 井戸跡 

柱穴は 

中には 

これらの土墳は径70- 100cm前後の概ね円形を呈するもので、深さは確認面から30- 50cmである。 

壁面がゆるやかな曲線を描いて底面に至る断面播鉢状の土墳てある。覆土は土丹小塊を多く含む暗 

褐色土層てある。 

この他に 8 基の土墳を検出したか、性格等は不明てある。 

溝 

調査区東端の東側、1号建物跡の北約170cmて東西文向の浅い溝を検出した〇 
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溝は東端て、幅65cm、深さ15cm程で、西へ向うにつれて狭く、浅い溝になり、西壁から180cmのと

ころで消滅する。西端では、幅25m、深さ 5 cmてある。東側はさらに調査区外へ延びる。底面の標

高は東端で17.3m、西端で17.4mを測り、わずかてはあるか東に傾斜している。断面形は下部の平

担な「U」字型を呈する。 

2． 下層の遺構 

上層遺構群の確認面を構成する厚さ 5 -15cmの土丹版築、その下の厚さ 3 -10cmの青灰色細砂層

を剥かすと、再び土丹版築の地形面か現われる。標高は17.2m前後で、ほぽ水平である。 

この面で検出した遺構は、柱穴21口、土墳 2 基などである。建物跡としては明確てはないか、、 

建物を構成したと考えられる柱穴列を検出した。 

土墳 

土渡 8は調査区の南半部に存在する大土墳である。平面は不整円形を呈し、南」ヒ430cm、東西は両

端が発掘区外に広がるため不明てある。壁は緩い傾斜をもって底部に達し、底面は平担である。地

業面からの深さは40cm程度てある。覆土は灰褐色土層で、上層は炭化物、土丹粒を多量に含み、か

わらけを中心とした遺物が完形品をを含め、多量に出土した。 

柱穴●ピット 

21口の柱穴、あるいは小土壇が検出された。柱穴には、底面に礎板を据えたものか10口確認され

た。発掘区域に制限され、明確な建物跡としては把握できなかったか、恐く発掘区外に延びて建物

跡を構成すると思われる柱穴列を 1号建物跡の西側と南側で検出した。 

1号建物跡西側で検出した柱穴列は、 3口からなり、柱穴は直径40cmの円形を呈するもので、深

さは平均40mを側り、ほぽ垂直に掘られている。柱穴にはそれぞれ礎板が残っていた。礎板は掘 0 

方底部に、長軸を東西方向にしてほぽ水平に据えている。大きさは長さ30- 35cm、幅15cmで板材を

使用している。柱間の距離は、礎板の芯々で西から208m・208mてある 

1号建物跡南側で検出した柱穴列は4口の柱穴から構成されている。L字状に並んている柱穴は、直径 

30cm程の円形を呈し、深さは10- 20mで、上端部は土墳 8 によって削平されている。柱穴間の距離は

芯々て南北方向か北から203cm ・ 201cm、東西方向は212mてあった。3 口の柱穴に礎板が現存している。 

これらの柱穴列は、上層の1号建物跡とはほ同一軸を示しているか、 1・ 2 号建物の柱間寸法か 

180cmを中心としているのに対し、下層の柱穴列は200cm以上であり、柱穴間の距離には多少の変化 

が認められる。 
調査区北側・東側壁土層（第 4図） 

1．暗青灰色粘質土層（水田耕土） 9．茶褐色土層（土丹地業層） 

2．茶褐色 F, （水田耕土、鉄分多含） 10，黄褐色土層（土丹地業層） 

3．黄褐色砂層（細かな山砂） 11.灰褐色土層（土丹地業層） 

4．暗青灰色土層（土丹地業層） 12.．暗褐色砂質土層 

5．黒灰色土（炭化物多量含） 13.灰褐色粘質土層（土丹粒・炭化物多量含） 

6.灰褐色砂質土（土丹粒・炭化物少量含） 

7.11 粘質土（ 2 cm角土丹含） 15.灰褐色 F, （土丹粒、部分的に炭化物含） 

8．暗黄褐色砂層（細かな山砂） 16．暗灰褐色粘質土層（土丹粒、炭化物少量含） 
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第 4 章 出土遺物 

1．陶磁器類 

遺跡全体からの陶磁器の出土はは少くない。土墳 8 、井戸からの出土が大半を占め若干遺構面か 

0 20cm 
~  

第 8 図 陶磁器類 



ら出土している。 

舶載磁器（第 8 図11~5、 図版7-1・ 2) 

1~3は青磁である。 1・ 2 は蓮弁文を削リ出した碗、 3 は無文の大型の碗てある。 4 ・ 5 は白 

磁てある。口元の皿て底部まで粕のかかる製品てある。上記の1~5はすへて土墳8 の出土である。 

国産陶器（第 8 図一6 -18、図版 7一3) 

6 は山茶碗てある。上層遺構面上の出土て高台に籾痕を残す。精良なきめ細い胎土て美濃系と思

われる。 7 は瀬戸のおろし皿て土墳 8 の出土てある。底部は糸切りて体部は丸味を持つ。おしろ面

は荒くヘラて斜めに切り込んてある。 8 は瀬戸の入子て土壇 8 の出土てある。薄い器壁を持つ。 9 

は山皿て遺構面上の出土てある。底部糸切て砂粒の混入の多い胎土てある。10は瀬戸の削り出し

高台を持つ碗てある。器形は天目茶碗に似る。内面に黄褐色の粕がかかっている。 1号建物跡No. 6 

柱穴脇より出土。11は瀬戸の入子て土壇 8 の出土てある内面のみに粕かかかる。12は瀬戸の小壷て

上層遺構面出土てある。頚部から肩にかけ粕が厚くかかっている。13は仏花瓶の底部と思われ上層遺

構面から出土した。上面に厚く粕かかかっている〇 14は瀬戸の脚付きの折縁皿てある。内底面にハ

ケ塗りの粕かかかる。外面は底部とともにヘラ削りて、脚を貼り付けている。土墳 8 の出土てある。 

15は脚付きの火鉢で井戸出土である。瓦質て無文であるか底部に穿か孔見られる。16は常滑嚢の

口縁部て井戸出土である。断面がN字状になり縁帯下部が頚部に貼り付いてしまっている。17は瓦

質の土風炉てある。頚部にスタンブによる雷文がまわる。器表に炭素を吸着させて研磨してある。 

井戸出土。18は瀬戸の折縁皿で井戸出土である。口径39.8cm、底径17cm、器高8.2cm を計る。体部

下半から底部にかけてヘラ削りを施し、内面上半から外面上半まで粕かかけられている。 

舶載品などは、若干年代的に古くなると思われるか他の遺物は14世紀後半以降のものがほとんど

てある。かわらけも含めて、この遺跡の中心的年代を示していると思われる。 

かわらけ（第 9 図、図版 8) 

出土遺物の約80％を占めている。そのほとんどか土墳 8より出土している。このかわらけを形態、 

胎土により分類してみた。 

A類、体部か丸みをおび内湾気味になる。器壁か薄く胎土もきめ細いもの。 

B類、体部が丸味をおびるか内湾気味にならず、開ききみになる〇器壁は薄く胎土も精良なもの。 

C類、体部が丸味をおひるか器壁が厚くなり、胎土も素地か荒くなり混和されている砂も大粒にな 

るもの。 

D類、体部か下半て陵か付き器壁も厚く、胎土も素地か荒くなるもの〇 

E類、体部か口端部に直線的に開き立ちあかり、器高も高くなる。器壁は薄く胎土も精良なもの。 

F類、体部か大きく開ききみに立ちあかる。器壁も厚く胎土も混和物か多く荒いもの。 

G類、底部近くは丸味をおびるか口端部にむかって大きく外反してゆく。器壁も厚く胎土も荒いも 

の。 

能
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第 9 図 かわらけ 

1 15ー 

この様に大別してみた。鎌倉時代前半の頃にともなう、手づくねなどの器形は認められない。 

1・ 2 は F類である。土墳 8 の出土て、 1には 2 ケ所穿孔か見られる、 2 は口端部にタールか付

着している。 3 ・ 5 ・ 6 は C類てある。土墳 8 の出土て、 3 は口端部にタールの付着か見られる。 

4 は A類て、遺構面上の出土である。10・11は A類である。器壁も薄く丁寧な作りである。10の口

端部にはタールが付着する。12-14は B類である。A類同様に薄手の丁寧な作りである。15・16は 

C類である。器壁が厚く A・ B類の胎土とは大きく異なり素地も荒く混和されている砂粒も大きな

ものてある。10-16までは土墳 8 の出土てある。17-19は D類である。体部下半にョコナデにより

陵か付く。17・18は土墳 8. 18は遺構面上の出土である。20は C類である。他のものより全体にや

や赤味か多く感じられる。大きく口端か外反していて、他のかわらけと明瞭に区別出来る。上層の

遺構群の柱穴から出土。21・22は E類である。土墳 8 の出土で器壁も薄く胎土も精良土である。底

部より直線的に口端にむかって体部か開いて行く。23--25は F類である。体部が直線的に開き器壁も

厚いものである。25たけが底部か大きく異なった印象を受ける。23-25は上層遺構面上の出土である。 

これらのかわらけに年代をあたえるとしたら、A~E類が14世紀後半、F類が15世紀代、G類が16 

世紀以後に位置付けられると思われる。ただし25は F類と分類したか若干古くなると思われる。 
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第11図 瓦器碗 

手培り（第10図、図版7) 

土器質の手培りて、井戸の出土である。口径62cm、底径47cm、器高19cmを計る。胎土は荒く内部

まて焼きしまっていない。体部外面の上半に 2 条、下半に 1条の突帯がまわる。上半の 2 条の突帯

の間には、珠文が 2つを組にして 8 ケ所（推定）に貼付してその間に花文のスタンプを押している。 

この様に珠文の付く手培りは14世紀後半に多く見られるものてあるか、その多くは連珠文でありこ

の様な形になるものは少くない。又口径が62cmもありこの様な大型の手培りは、鎌倉市内ては光明

寺裏遺跡、千葉地遺跡などても若干出土している。 
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第相図 手培I) 

瓦器碗（第11図、図版 8) 

胎土は水簸した素地の細い粘土を使い、器表に炭素を吸着させてい

るので全体的黒色を呈する。口縁部はやや肥厚し内湾気味になり、内

面には荒く暗文が施されている。内底面には 8弁の菊花文が描かれて

いる。外面下半部1ケ所ヘラによる押し込みが見られるが、輪花には

ならない。土墳8 の出土てある。 

2．石製品（第12図一1~3、図版7) 

1は硯て上層遺構面上の出土てある。全体の約 4 分の1程度の破片

てある。陵部分のみで縁は欠けている。粘板岩製である。 

2 は砥石で上層遺構面上の出土てある。破片てあるが表面には使用 

痕が認められる。 

3 は滑石で土墳8 の出土である。石鍋を転用していると思われるが、破片が小さいために用途は 

不明てある。 

3 金属製品（第12図 4 、図版7) 

4 は包丁の柄で井戸跡の出土てある。柄長11 .7cm、幅3.4cm、厚さ1.3cmを測る。 
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第12図 石製品・金属製品 
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第 5章 まとめ 

今回の調査は、個人住宅建築に先立つ事前調査である。発掘深度は基礎掘削深度に合せ、地表下

約lmまでとしたため、ごく断片的な資料しか得られなかった。しかし、調査地の北東側には国指

定史跡浄妙寺境内が在り、寺蔵する旧境内図（近世所作）によれば、調査地は境内東側の塔頭域に

当るため、立地そのものからも遺跡の性格をある程度推測できるように思われる。 

検出した遺構は、上層・下層の二期の遺構に分かれる。上層で検出した掘立柱建物は、1号建物跡

と 2 号建物跡の軸方位がずれていたが、1号建物跡と溝、播鉢状の土墳列はほほ同一軸を示してい

た。下層て検出した柱穴列は発掘区域外に延びると思われ、全体は不明だが建物の一部であると考

えられる。また、この柱穴列は 1号建物跡と軸方位が一致している。 

調査区中央で検出した播鉢状の土墳については、鎌倉市内でも 2 ・ 3 の類例が調査されており、 

光明寺裏遺跡（註1)、御成町806-3 番地点（註 2 ）の報告では常滑などの大嚢の据え方であると考え

られている。又、諏訪東遺跡（註 3)、南御門遺跡（註4)、小町一丁目309番 5地点（註 5 ）の調査ては

常滑の大嚢を埋設した土墳が検出されている。今回検出した播鉢状土壇内からは大嚢は出士してい

ないが、形状や配置等から大嚢を据えられていた土墳と考えたい。 

出土遺物では、こね鉢・瀬戸の折縁皿・おろし皿・常滑焼の嚢・手培り・かわらけ等の生活用具

が出土している。さらに仏花瓶や瓦質の土風炉・瀬戸の天目茶碗・小壷などの仏器や茶道具が出土

している。 

以上のことから、調査地は確認された遺構・遺物からみて生活的要素の強い空間であり、浄妙寺

旧境内図によれば、慈済庵、金隆庵の位置に当るため、浄妙寺の塔頭域であると想定したい。遺跡

の年代については、出土したかわらけ、瀬戸、常滑の編年により14世紀後半以降～15世紀にかけての時

期が中心的年代と考えられる。それ以前の時期にてハ、ては掘り下げを行っていないため不明である。 

註1  北区鎌倉常園内遺跡発掘調査団「光明寺裏遺跡」東京都北区教育委員会、1980年 

註 2 鎌倉考古学研究所調査報告第 2 集「御成町806-3  番地地点」鎌倉考古学研究所、1982年 
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註 3  昭和56年調査、報告書作成中。斉木秀雄氏の御教示による。又、大三輪龍彦編「中世鎌倉

発掘」有隣堂、1983年。 P84及び「図録 掘り出された鎌倉」鎌倉考古学研究所、1981年

口絵 5. P18の写真参照。 

註 4 昭和56年調査、報告書作成中。 

註 5 斉木秀雄「小町一丁目309番5地点発掘調査報告」（推定）藤内定員邸跡発掘調査団、1983年 



図版1 

議難響 
“ ン  こI篇liを為嘉りグル Iノ二易 

綴響轡讐 

・

I
 
，
ノf
与
工
・ノ
ノ
二
“

駐
」郵
」
 

ど
ー
 ，
％
ッ
洋
篇
“
舞
？
嬉”
 

多
 

寿

群
？
舞
 

:；」“if:Il（に喝iI碧嘱i舞縁 

~「「ツ” ‘競 

りタ 
'  
毒 

嘉臓 

碑 
一、r一，L確 

繊響 
承 

鰯 

▲ 1．上層の遺構全景（南から） 

▲ 2. 1号建物跡（西から） 

驚加i 

舞煽雌 鷲鷲鷲轟 



図版2 

▲ 2．土墳列（東から） 

ト
1
.1
号
建
物
跡
（
北
か
ら
）
 

-20ー 

ト
3

．井
戸
跡
（
東
か
ら
）
 

,'lザ’・ ゲ“ 

：虎，‘，鷲：「『’ "I I‘・主 
F鷲tIりぐ；i費・‘ 

,I難蟹 

難轟綴霧讐 麟 '4~,4"/ ~喉；協蒼；；馴”「ノ塀‘l可‘ 



図版3 

麟 

●

1
.1
号
建
物
跡

6
柱
穴
（
北
か
ら
）
 

響芳覇競F癖議難m多hm''''' 

ト

3
．角
柱
出
土
状
況
（土
墳
8
南
）
 

羊観年,昭m証毎‘考m2,;ml'i''4卿師m~“m~”ー””すy『 

A2. 1号建物跡 3 柱穴（西から） 

●

4
．上
層
遺
構
群

の
か
わ
ら
け
出
土
状
況
 

-21ー 

驚 



ト
土
墳
7
土
層
堆
積
（西
か
ら
）
 

-22- 

図版4 

、
 
．
2

．土
墳
3
土
層
堆
積
（西
か
ら
）
 

ト
1
．土
墳
2
土
層
堆
積
（西
か
ら
）
 

咽芦毒解声．f「賢 
”サ 
、‘ 

君’ 

蕪鰯綴 麟 



図版5 

Al．下層遺構全景（南から） 

警
蕪
舞

一
編柳
 

轟
鷲
響
 

裟
戸
療
舞
「
舞
二
 

"
 

）
 
ク
ー
 

一

二

鷲
 

豪
”・
】
 

七】l卿‘舞i:'’尋帝芋，::l『●議‘’ぐ富濡え魯●：l溺‘；男m卿；叫臓 

.
2
 土
墳
8
土
層
堆
積
（
北
か
ら
）
 



●

3
．同
 
ヒ

（南
側
部
）
 

一24一 

●

1
．調
査
区
北
壁
土
層
堆
積
（
西
側
部
）
 

ト
2

．調
査
東
壁
土
層
堆
積
（
北
側
部
）
 

図版6 



版7 

●

1
．
青
磁
 

麟 

、、 

縄襲響麟麟 cr 

、3、；醗晦 

誕報鳶愚ミ蕊 

驚博ド 簾i 
簿麟難麟 

一g’、か 

▲ 3．国産陶器 

ト
包
ー
（
柄
部
分
）
 ▲石製品（硯・滑石・砥石） 

-25ー 

謝 



5 3 

24(F類） 

8
 

版
 

図
 

1 

2 

▼ 瓦 器 碗 

13(B類） 
15(C類） 

10(A類） 

18(D類） 

-26ー 



2 ．北条泰時●時頼邸跡 



例 
~ ~ ~ 
口 1．本報は、鎌倉市雪ノ下一丁目372番一7に店舗併用住宅が建設さ

れるに先立って実施された発掘調査の報告書である 

2．発掘調査は国庫補助事業として、鎌倉市が発掘調査団に委託し

て実施した。調査期間は昭和59年 7 月17日から同年 8 月 6 日まてて

ある。 

3．調査団の編成は以下のとおり。 

団長 吉田章一郎 

主任調査員 

調査員 浜口康 

調査補助員 藤松郁・菊川英政 

調査協力機関 株式会社金子建設 

4．本報は、浜口が図版を作成し、原稿執筆には馬測があたった。 

使用した写真は遺構・遺物とも馬測が撮影した。また、第 5 図下半

部に掲載した雪ノ下一丁目371番-1地点の遺構概念図は、同地点発

掘調査団の許可を得て使用させていただいた。記して感謝の意を表

したい。 
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くぐぐくこ、ゾぐりミミ零り8くg◇てく泌っ ドミぐグノソ ～購 、A 
調査地点（雪ノ下丁目372番-7地点） く 

北条泰時・時頼邸跡（雪ノ下一丁目371番一1地点）、 

．小町二丁目345番 2地点遺跡 

．伝藤内定員屋敷遺跡（スイミングスクール） 

伝藤内定員屋敷遺跡（松風堂） 

．伝藤内定員屋敷遺跡（島森書店） 

．伝藤内定員屋敷遺跡（新中央公民館） 

．本覚寺遺跡 

9 二の鳥居西遺跡 

10．小町 2丁目65番地21号地点遺跡（松秀ビル） 

11 小町1丁目75番地1号地点遺跡（カトレアビル） I 

12．鶴岡八幡宮境内遺跡（研修道場） 

13．鶴岡八幡宮境内遺跡（直会殿） 

14．鶴岡八幡宮境内遺跡（国宝館） 

印はその他の調査地点 
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第 1 図 調査地点位置図 
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第 1章 調査地点の位置 

若宮大路三の鳥居から約120 m程材木座海岸寄りにあって、大路東側に臨んている。神奈川県遺跡

台帳には、横大路東半分を北辺とし、若宮大路と小町大路を西・東辺とした南」ヒ220m近い方形の地

域が「北条泰時・時頼邸」として記載されており（台帳No.282)、 調査地点はこの地域の西辺中央部に

位置している。 

『吾妻鏡』によると、当初大倉にあった御所（幕府）が建保五年（1217）に焼失したので、嘉禄元

年（1225）に「宇津宮辻子」の南側61丈（約184m ）に移転したとあり（宇津宮辻子御所）(1). さらに

建長四年（1252）に、「若宮大路の東の頬」に新たに御所を造営したとある（若宮御所）(2)。今日宇津

宮辻子と呼ばれている場所は、北条泰時・時頼邸として県遺跡台帳に載っている方形の地域の、南

辺を走る路地のことてあるが、これが往時のものと同一てあるという確証はない。若宮御所につい

ても場所に二説あり、宇津宮辻子御所と同一郭内にあるとするものと、北側に移動したとするもの

とに分れている。後者であれば、宇津宮辻子御所の北隣りには泰時の正亭かあるはずなのて、御所

か北方に移動すれば当然、泰時邸も敷地の変更を余儀なくされたことは確実てあるが、 『吾妻鏡』 

にこの点の記述はない。 

この近辺を発掘調査するのはこれで二度目である。最初の調査地点は今回の調査地点から約15m 

南の雪ノ下一丁目371番一1で実施され、若宮大路に平行して南北に走る数条の溝を検出した。また

この溝の底面からは「一丈伊北太郎跡」「一丈南くにの井の四郎入道跡」と書かれた二枚の木簡が出

土しており（3)、調査地点近辺の性格を追及する上て有力な手掛りを提供していよう。 

註 

(1) 『吾妻鏡』嘉禄元年十月二十日条 

(2) 『吾妻鏡』嘉禎二年三月十四日条等 

(3） 馬測和雄「中世鎌倉若宮大路側溝出土の木簡」（『日本歴史』第439号-1984年12月） 

第 2章 検出遺構 

調査にあたっては、まず若宮大路にほぼ平行した、南北の基軸を Smおきに設け、さらにこれに

直交する基軸を 5mおきに設けて測量方眼とし、南北軸線には数字を、東西軸線にはアルファベッ

トを付して、各々の軸線交点の呼称をその南東側の方眼区画に充てた。 

地表下約70m前後まで近・現代の客土か入っており、遺構確認面はこの客土を排除するとすくに

現われる。遺構確認面は調査区東壁から約2m前後が地山里褐色粘質土て、面上から数口の柱穴 

土墳などを検出した。この面から西側は、遺物を多く含む灰褐色砂質土で、精査の結果、中～近世

若宮大路側溝の覆土であることを確認した。また、黒褐色粘質土面上には、人の往来で踏まれたよ 
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うな痕跡かなく、上面に包含層も認められないことから、削平を受けている、と判断した。 

第 2 図 調査区配置図 

1 黒褐色粘質土上面の遺構 

柱穴 

8 口を検出したが、径・深さ・覆土ともに様々で、建築としての秩序も認められなかった。互い

に殆んど切合っていないため、新旧は不明であるか、Pl・ 5 ・ 6 ・ 7は覆土からみて近世以降の

ものてあると思われる。P2' 3 ・ 4 ・ 8 は土丹小塊混りの暗褐色土で、出土のかわらけ片からみ

ても中世期に属すると思われるが、詳しい年代は不明である。このうちP2は後述する土壇 1と、 

溝状の細くて不明瞭な落込みでつながっており、何らかの関連のあったことを窺わせる。 

土墳 

互いに重複した形で3 基を検出した。 

土墳1-2・ 3 のいずれよりも新しい。平面形は円形で直径約80m、深さ130m、壁面はほぽ垂直

に切り立っており、底面には径約40cm、深さ12-l3cmの土墳状の落込みがある。形状からみて、素

掘りの井戸である可能性がある。覆土は暗褐色破質土て半人頭大～人頭大の河原石（「伊豆石」）や土

丹塊が10数点投棄されていた。また南東方面にあるP2は、細い溝状の落込みて土壇1とつながっ

ており、付属的な施設であったことか判る。 

土墳 2-3を切り、1に切られる。平面形はほほ円形て、播鉢状の断面形を呈する。直径約95cm 

深さ約40cmで、覆土は土丹小塊を多く含む暗褐色粘質土である。 

土壇3-3基の中ては最も古い。ほほ円形の平面形を持ち、直径約90cm、深さ約40cm、壁面はか

なり直立気味で、底面は平たい。覆土は地山黒褐色土の崩土を多く含む暗褐色粘質土である。 
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2 ．溝と溝中の遺構 

溝 

先述の通り、地山黒褐色粘質土は調査区東壁から西に約 2mを過ぎると、溝の上層覆土てある灰

褐色粘質土になる〇この溝は若宮大路に平行して南北に走っており、先頃調査した雪ノ下一丁目371 

番― 1地点て検出した溝の続きであると思われる。 

土層断面の観察から、この溝は10回に近い改修か施こされていることか判明した。細かな凌漢を

含めると掘り直しは15回に及んており、中世から近世まで一貫して使用されていたことか窺える。 

近世に相当すると思われる溝は、土層断面の 1~ 4 まててあり、この頃は概ね皿状の断面を持

っている。上層か削平されているため、幅などは不明てある。護岸施設らしきものは見当らず、中

世期よりも幾分雑な造作であると言える。 

中世の溝には、土層断面図 5 以下の番号か相当すると考えられるか、近世に較へて壁面の傾斜か

やや急てあり、11番以下の古い時期になると、下半部か逆台形状を呈する。 

調査区北西角を拡張すると更に西に向って急傾斜の落込みが認められたが（土層番号18・19)、そ

れ以上の拡張はできなかった。 

溝中には、幅10~12cm (3~4寸か）の角材か、南北に平行して約 3m (10尺か）を隔てて置か

れており、この間に長さ約 3mの横木が直交して渡されている。南北方向の角材に50cm前後の間隔

でホゾ穴のある点は、これらか束柱を支える根太状の角材で、棚列・護岸施設等の基礎部分である 

3 2 
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第 5 図 溝対比図 
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ことを示している。これら角材は二～三段に重な 

l）合っているが、ホゾ穴が上・下でずれて束柱が

貫通しないものもあるため、上段は後代の改修で

あろうと思われる。上段と下段の構築方法に変化

が認められないので、時期的にはさほど隔たって

いないことが考えられよう。また溝と直交方向の

横木は、ホゾ穴を持つ角材とこれを支える直径約 

40cmの土丹塊を上に載せており、角材の沈下を防

ぐためのものであったことか判る。 

溝底面には柱穴・土墳・礎板等が認められる。 

礎板は 4 箇所にあり、互いに東西約1.5m（約5尺） 

南北約1.2m( 4 尺）を隔てた柱穴中に埋置されて

いる。溝にかかった橋脚の基礎である可能性が考

えられるか、上部構造は不明である。同様の可能

性は P15・16・18・19等の落込みにも考えられよ

う。溝中の土壇4 ・ 5 については、位置的にみて

礎板との関わりを想像することもできるが、詳細

は不明てある。 

第 3章 出土遺物 

1． 舶載陶磁器（第6図） 

全部て10点出土した。内訳は龍泉窯系青磁7点（うち 6 点図示）、青白磁 2 点（うち1点図示）、 

高麗青磁1点てある。 

龍泉窯系青磁（1~6) 

1―碗底部片。復元高台径3m。胎土は灰色で、淡水青色の失透粕がかかっている。高台畳付は

露胎てある。体部は、欠失しているか細めの蓮弁文があると思われる。黒褐色粘質土上面から出土。 

2-碗口縁～体部片。復元口径13.7cm。細手で単弁の鏑蓮弁文を外面に配する。胎土は灰白色で、 

粕薬は淡青緑色、半ば失透している。溝覆土中層から出土。 

3 ―鉢口縁部片。内面に不明瞭な蓮弁文を持つ。復元口径19.8cm。胎土は灰色を呈し、粕薬は淡

水青色で厚く、半ば失透している。溝中層から出土。 
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4 一腰部か上方に折れる無文鉢の底部てある。高台径7 cm0 

褐色を呈する。粕薬は淡水青色で、畳付のみ 

露胎てある。溝下層から出土。 

ト無文碗底部。高台径3.7cm。胎土は灰色 し＝」一、J] 

て堅徴、粕薬は青灰色透明てある。高台内露 

胎。溝下層から出土。 

6 ―碗底部。復元高台径3.2cm。劃花文系て

あると思われる。胎土は灰白～灰色を呈し堅

徴て、粕薬は暗緑色透明てある。高台内は露

胎。溝下層から出土。 

青白磁（1) 

内面に型押しの雷文帯を持つ碗〇胎土は乳

白色て、粕薬は僅かに青味かかった透明粕て

ある。表採品。 

第 6 図 舶載陶磁器 

第 7 図 国産陶器・土器質雑器 
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高麗青磁（ 8) 

瓶子の胴下半部片であると思われる。白土と黒土の象巌による二重の円圏を設け、圏内に花文を 

配している。胎土は灰色で堅徴、粕薬は淡青緑色で半透明である。溝下層から出土。 

2 ．国産陶磁器（第1図1~6) 

瀬戸・常滑・渥美・握鉢・近世陶磁器などがあるが総量少なく、 6 点を図示するにとどめる。 

瀬戸（ 1 ・ 2) 

1―折腰鉢である。復元口径18cm。胎土は黄白色を呈し、気孔多くやや軟質、粕薬は黄褐色で、 

口縁部の剥落が著しい。溝中層より出土。 

2 ―茶褐色の鉄稚のかかった、いわゆる天目形の碗である。復元口径12m。胎土は淡褐色できめ 

か粗い。北西拡張区上層から出土。 

渥美（ 5) 

嚢底部片。復元底径13cm。胎土は灰～灰褐色を呈し、気孔は多いがきめは細かい。内底面には降 

灰か目立つ。溝中層から出土。 

常滑（ 6) 

握鉢口縁部。胎土は灰黒色で、長石・砂粒などを多く含む。器表は褐色に焼けている。溝中層か 

ら出土。 

山茶碗窯系握鉢（ 3 ・ 4) 

3 ―底部片。復元高台径11. 6cm。内面は平滑で、よく使用されたことが判る。胎土は灰色で、堅 

徴に焼き締っている。地山黒褐色粘質土上面から出土。 

4-これも底部片。復元高台径11. 8cm。内面には降灰が認められる。胎土は灰色を呈し、爽雑物 

多くきめか粗い。溝下層から出土。 

3 ．土器質雑器（第 7 図7~9) 

手培り（ 7 ・ 8) 

7 ―口縁部か大きく肥厚して外反気味になる。胎土は、胎芯で灰黒色、器表近くで肌色を呈し、 

きめが粗い。溝中層から出土。 

8 ―口縁部に黒漆を刷毛塗りしている。内面口縁直下に沈線が廻り、端部は面取りされて平坦で 

ある。これも胎芯は灰黒色で、器表近くで肌色を呈する。溝最下層から出土o 

白かわらけ（ 9) 

従来鎌倉で出土しているものとは胎土・形状ともやや異なっている。口縁部は肥厚して端部を丸 

く収める。胎土は石英なとを多く含みきめが粗い。手握ねの後、口縁部にナテを施す。復元口径11 

.8cm。溝中層から出土。 

4 ．かわらけ（第 8 図） 

大半が溝中から出土している。第 8図は出土した層別にまとめたものてあるが、掘り直しによる 
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撹乱を受けているためか、従来考えられていた共伴関係とは、いささか様相を異にしている。 

土層番号 8b出土のかわらけ（ 1) 

体部はやや浅い角度て直線的に立上る。底部から口縁にかけて器肉が次第に薄くなり、丸い端部 

に到る。口径13cm、底径9.3cm、器高2.9cm0 

土層番号 9a 出土のかわらけ（ 2 -13) 

このうち小型の8 -11かロクロ成形で、他は手握ね成形である。 

手握ね成形のものには、体部下半の稜の強いもの（ 3 ・ 5 ）と弱いもの（ 2 ・ 6 ・ 7)、両者の中 

第 8 図 かわらけ 
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第 9 図 

人面墨書かわらけ 

第加図 

土・金属製品 

間的な様相のもの（ 4 ）とがあり、器肉の厚さは個体毎に異なっている。小型の手握ね成形のもの 

ては、全体に器肉か厚くて貧弱な器壁を持つもの（12）と全体に薄手のもの（13）とかある。 

小型ロクロ成形のものは、概ね器高が低く、薄手で内轡気味の器壁を持つか、若干厚手のもの 

(ii）や、外反気味のもの（ 9 ）も含まれている。 

土層番号Ha出土のかわらけ（14) 

ロクロ成形のかわらけて、大型のうちては口径12cmとやや小さめに属する。器肉は厚めで、器壁 

は内轡している 

土層番号14 a 出土のかわらけ（巧～19) 

15・ 17がロクロ成形で、他の16・18・19が手握ねによる成形である。 

手握ね成形のものは、大型・小型ともに体部下半の稜が殆とみられず、また全体に内轡気味の器 

壁を持つ。 

ロクロ成形によるものでは、大型（15）では全体にぶ厚くがっしりとしてロクロ目が明瞭に残る 

ものがあり、小型（17）は薄手で口縁部か肥厚して丸い端部を持つものかある。 

土層番号17出土のかわらけ（20・21) 

ロクロ成形による 2点がある。20の方は器高が高く （3.8cm)、直線的な器壁を持つが、21は器高 

か低めで（2.8cm)、器壁が内轡している。 

人面墨書かわらけ（第 9 図） 

北西拡張区内の溝中から出土した。内外に戯画

化された人面が描かれている。眉が異様に太く、 

目は対照的に細い。全体にしかめ面である印象を

受ける。かわらけそのものは第 8 図 8 ・10に以て 

いる。 ＼、～一 ~ 

5 ．土製品（第101 1) 

碁石らしきもの1点がある。指先でつまんで成

形したらしく、表面に指紋を留める。かわらけ質

てあり、白里いずれかは不明てある。碁石以外の 

ものてある可能性もあろう。直径19 cm、厚さRnim0 乙ぜ -hm 
ン v ノ、いノ。ノ J 口しIーレーノノノ。一一I一」一」’vー』、ノマー、v  。 第 9 図 第加図 

表採品。 人面墨書かわらけ 土・金属製品 

6 ．金属製品（第10図 2) 

環状の銅製品か 1点出土した。太さ 6 mm前後の銅の棒を曲げて造ったものて、両端の接合部分は 

剥離している。直径3.5cm。溝上層から出土。 

7 ．石製品（第11図） 

凝灰岩製の石臼か一点出土している。上臼の破片て、復元径29.5cmを測る。下臼と磨れ合う下側 
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の面は、使用によって斜めに磨 

り減っており、把手を差し込む 

穴の下側にまで達している。溝 

上層から出土 

8 ．木製品（第12・13図） 

すへて溝覆土からの出土であ 

る。大量に出土したか、大半が 

材木の切れ端などであって、形 

状などの窺えるものは一部に過 

きなかった。  

1一鍋か釜の蓋であろう。14 

面体に面取りしたつまみか差し 

込まれている。復元径22cm。中 

層から出土。 

2 ―しゃもじ状の製品。長さ20cm, 最大幅4.8cm。下層から出土。 

3-不明木製品。上部（あるいは下部か）を欠失している。断面は方形で、下方（上方？）に木

釘が貫通している。現存長17.8cm、幅1.9cm。中層から出土。 

4 ―これも不明製品てある。手斧て削り込んで刻みを作っている。例えば横木の留め具のような

溝構築材のーつであろうかと思われる。長さ21cm、幅9m、厚さ4.4m。中層から出土。 

5 6一共に鍋 釜なとの蓋の把手であろっ。断面方形で、 5 には蓋本体に取り付けるためと思

われる木皮の紐が残っている。 5 は長さ13mで握りの部分は 2m角、 6は長さ11.2mで握り部分は 

2 cm角てある。 5 が中層から、 6 か下層から出土。 

7 -10一曲物底部であろう。 8 ・ 9 には器壁を打ち付けた木釘が遺存している。 8は表面が焼け

焦げており、 9 には植物質の付着物が認められる。 7は直径6.7cm、厚さ1.3cm, 8 は直径10.8cm, 

厚さ 6m、 9 は直径 9 cm、厚さlm、 10は直径18.8m、厚さ 6~ 7mてある。 7 ・ 8 ・10か中層か

ら、 9 が下層から出土。 

11ーヘラ状に先端を薄く削ってある。長さ20.4cm、幅1 . 3cm、厚さ 7 mm。最下層から出土。 

12~ 14-先端の焼け焦げた棒状の製品。さい箸のようなものか、あるいは火付け道具のようなも

のてあろう。長さは番号順に25.5cm, 27.7cm, 25.2cm, 12か下層から、13・14が最下層からの出土。 

15-- 24一箸状木製品。長さは最長のもの（24）が25cm、最短のもの（19）が18.8cm, 15--18か中

層、19・20か下層、21 - 24が最下層からの出土。 

25-31一板草履の芯である。大半にわらの圧痕が残っているが、29のみ木質が堅いためか圧痕が

観察できない。様々の形状があるが、26は両横の紐を通す部分から上部の側縁を削き落し、下半に 
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較べて上半が細くなっている。30は全体に楕円に近く、両横の穴も小さい。また29は子供用てある

と思われる。25一長さ24.6cm、復元幅9.7cm0 26一長さ22cm、復元幅9.1cm0 27一長さ24cm、復元幅 

9cm0 28-長さ25cm、復元幅10.3cm0 29-長さ15.8cm、復元幅7.6cm0 30一長さ20cm、復元幅8.6cm0 

31一長さ23m以上、復元幅10.5m。25・26が中層から、27--30が下層から、31が最下層から出土。 

9 ．漆器類（第14図） 

5 点を掲載したが、他に椀・皿の細片 4 点かある。これもすへて溝中からの出土てある。 

1-深めの皿0 他の黒漆の上から朱漆で内面に葉文らしき文様が描かれている。復元口径9.8cm 

復元高台径6 cm、器高2.2cm。中層から出土。 

2-椀体部および底部片。内外に草文が描かれている。復元高台径6.1cm。中層から出土。 

3-黒漆のみの、無文鉢底部。復元底径8.9cm。中層から出土。 
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第14図 漆器類 

4 ―無文の皿。口径9.1cm、底径7.8cm、器高lcm。北西拡張区から出土。 

5 ―膳脚部であろう。差込み部分を除いた長さは 8 cm。差込み部分は長さ1.2cm、径1.3cm。北西

拡張区から出土。 

加，人骨 

溝上層から頭蓋1点が出土した。偏平な径50- 60cmの「かまくら石」が覆土中に斜めに入ってお

り、この脇から出土したものてあるが、埋葬されたような状況にはなく、付近に他の部位の骨も見

当らないところから、上流から流れてきた可能性が考えられる。頭蓋そのものは、聖マリアンナ医

科大森本岩太郎氏の御教示によれば、10歳位の少年男子のものである。 

ま と め 

今回の調査（以下、第 2 地点と称する）で確認した溝は、構築方法といい、位置といい、先に調

査した雪ノ下一丁目371番11地点（以下、第1地点と称する）のそれの続きてあるのは明らかで、若

宮大路と、その周辺の屋敷地とを区画する役割を有しているものと考えられる。第 5 図は二度の調

査で確認した溝を対比させてみたものてあるが、続き方の不明瞭なものもあるので、その点を指摘

して今回の調査のまとめとしたい。 

第 5 図の溝を東側からみていくと、まず地山黒褐色粘質土を東岸とする溝が見られる。二つの地

点双方に認められるもので、位置からいって、続いているのは間違いなかろう。この西隣にある溝

が、二つの地点ともホゾ穴のある角材を 2- 3段有するもので、同様の状況であり、これも続いて

いるのはまず確実なところてあるが、第1地点の該溝の西壁か二段であるのに対し、第 2地点のそ

れは一段でしかない。さらに西側に目を移すと、地山の削り残された部分を挟んでもう一条溝があ

るか、東岸はともかく西岸の状況は第1・第 2 地点で異なっている。第 2地点では北西の拡張区に、 

西に急傾斜で落ちる落込みを確認したか、これは第1地点ては未確認のものである。 

以上のような疑問点は残るが、いずれも第1・第 2地点間の空白地域を調査すれば明らかにする 
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ことかてきるてあろう。さらに、第 3 図土層番号15と16の、層位的に最も古い時期に属する二条の

溝の年代差については、上層の切込み肩を後代の溝に削り取られているため、本調査で決定するこ

とはできなかった。この点は、溝の変遷と併せて、第1地点の調査報告を侯って考察を加えたい。 
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尋麟麟譲麟麟轡 

隷嚇熱漁き博藤麟麟 

図版 1 

▲遺跡遠景（白い矢印が調査地点、左手奥が鶴岡八幡宮、中央の道路か若宮大路） 

▼調査前近景（西側若宮大路から） 
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図版 2 

▲全景（南から） 

▼同 I （西から） 
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図版 3 

▼ 同 上（東から） 

議’舞lih,．或・噴ト雄書ご讐とミ、遜灘ミ： 

鷺 

溝検出状況（南から） 
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図版 4 

▲ 溝完掘後の状況（南から） 

▼ 同 E（北から） 
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図版 5 

▲土墳 1（右）・ 2（中央奥）・ 3（同手「iiJ ) 

▼頭骨出土状況 

-48一 

,
,，
 
、．
，薫
・
呂
．

・
七
ど
、
、
苫
．
、
“
〉
曹
占】
，
編
 

-R毒、 、・、、1‘．￥~眠に―~ 

麟難 



図版 6 

ぐ 溝中央部土層断面 

（北西から） 

同 上 ト 

（北東から） 

警 

‘ 溝南壁土層断面 
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ト 3．国産陶器・ 

土器一外面 

（第7図） 

ト 4．同上ー内面 
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▲ 1．舶載陶磁器（第 6 図） 

~葡篇g 5 
▲ 2．国産陶器（第 7図） 
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1． 本書は鎌倉市山ノ内字藤源治874番2に位置する台山遺跡発掘

調査報告書である。 

2． 調査は鎌倉市の委託を受けて台山遺跡発掘調査団（団長・赤 

星直忠）が実施した。 

実施に際しては鎌倉市教育委員会の指導と助言を受けた。 

3． 調査団編成及び調査参加者名は本頁下段に示した。 

4． 本書の執筆は調査団長の指示に基づき下記の 2名が分担執筆した。 

斉木秀雄 第 1章～第 3 章、第 4 章 4 、まとめ 

宗基秀明 第 4 章 1~ 3 

又、報告書作成には執筆分担者の他に大河内勉、武淳一、渡 

辺知子らカあたった。 

5． 本書に使用した写真は斉木秀雄、大河内勉が撮影した。 

調査団編成 

団長 赤星直忠 

主任調査員 斉木秀雄 

調査員 宗萱秀明、大河内勉 

調査補助員 武 淳一、渡辺知子、田中園子 



ー 

トゆー 

区胆週歳刻 図【振 ~
 

誌塑提＼伽．寸 毎、製綱駆出H川 

（医朴郵如巌昇）塩廻贈縫ョ如．N 製塩姻 
．

 ‘
 

~
 
m
 

／」な賀 

締欝声 

／
かN 

与二駿ノ 
．ク 

倉 

ーノりユプへお m 

、、 一」 、 

ノーーし・、、 ‘●m 

まーーも・」 

．捜、 

「駿． 

．細 

ィンさ×／．ノき 

・ 

ゾ／ 

三
多
ジ
 

”
慧

（
、

 



P
 

T
 

（
ソ
］
 

I 

「

一
一
 
I
 
I
 

 一
 
一
一
一
一
 
一
 

一調査区 

勿ー試堀調査トレ／チ 

第 1章 遺跡の位置及び歴史的環境 

遺跡地は国鉄北鎌倉駅北西方、鎌倉市山ノ内字藤源治874に位置する。この丘陵上一帯は通称「台

山」と呼ばれ、古くから弥生時代～近世の遺物散布地として知られている。鎌倉市史・考古編では

台山に 3 ケ所の遺物散布地を記している。 1ケ所は本遺跡地の存る丘陵が北に舌状に張り出した先

端部、 2 ケ所目はそれのやや南側、 3 ケ所目はそのさらに南、丘陵を東西に横切る道路の南側一帯

すなわち本遺跡の位置する地域である。市史てはそれぞれ弥生時代・宮ノ台期、弥生時代・久ケ原

期、土器片（土師器及び須恵器）散布としている。 

このように台地上及びその周辺部も含めて考古学的環境に恵まれていながら発掘調査はほとんど

行なわれていない。わずかに三上次男氏を団長とする調査団か昭和45年実施した調査（註1）と手塚

直樹氏を団長とする調査団の実施した調査（註 2 ）の 2 例だけてある。それぞれの調査は北側斜面、 

南側斜面とに離れているものの同一丘陵の同一集落と考えられる。 

三上次男氏の行った調査地点は本遺跡南約50 m に位置し、約80m2と調査面積か少ない割に、 3 軒

の住居比 (1軒は鬼高期、1軒は弥生町期もう 1軒は遺物はないものの形状から住居堆としている） 

0 

I I I I  

調査区及び試掘トレンチ位置図 
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か検出されている。又、採集品てあるか中世のかわらけも 3 点出土している。 

周辺の中世遺跡ては円覚寺境内（明香池、続灯庵）、建長寺境内、岡本理髪店用地内など多くの遺

跡の発掘調査かなされており、鎌倉クH日市街地内の発掘調査に比較して速度は遅いか、鎌倉市街地

をとりまく周辺部の、古代から中世にかけての鎌倉の様相か明らかにされつつある。 

第 2章 調査の経過及び堆積土層 

調査は個人住宅建設にともなう埋蔵文化財発掘調査として昭和59年10月13日～同年10月24日まで

の間に実施した。 

第 3 図 遺構全測図及び堆積土層 

159ー 
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調査に先立っては、鎌倉市教育委員会文化財保護課が 2 ケ所にトレンチを設定し試掘調査を行っ

た。その結果、住居比の存在を確認したため、赤星直忠を団長とする台山遺跡発掘調査団に当該遺

跡の発掘調査か委託された。 

調査区は建築建物の基礎コンクリートのための根切り部分とし、又、調査深度は遺跡地西の道路

面を基準に地表下110cm まてとし、表土（50-80cm）は機械により除去した。 

堆積土層は 4 層に分けられた。（上から）第 1層は表土で現代の盛土及び撹乱土層、第 2 層は暗黄

褐色を呈し粘性が強い、第 3 層はソフトローム、第 4 層はハードロームである。遺構は第 3 層上面

で検出したが、土層堆積を観察すると第 2 層上面からの掘り込みである。 

第 2 層以下の堆積は、急角度で北に向って傾斜している。三上氏の調査地点て検出されたような

東から西への傾斜は確認できなかった。 

第 3章 検出遺構 

調査深度等の規制もあり、 6 戸の竪穴住居堆を確認したか、 2 戸を調査、1戸を部分的な調査す 

るにとどまった。 

1. 1号住居比 

調査区南西隅で検出された住居堆てある。東、ゴヒ、西の調査区外に延びるため全体の 4 分の1程 

度の調査である。平面形は円形であるか規模不明。壁の掘り込みはやや傾斜を持ち、壁高20cmを 

測る。壁溝は存在しない。 

床面は堅く良好。炉比は検出されなかった。住居比床面上からは 5 口の柱穴が検出されたが規則 

性は認められなかった。それぞれ30-50mの径を持つ円形の柱穴で深さは20-60mである。 

住居比覆土をみると、 5 層下部に軟弱な貼り床状の面があり、別の住居堆の存在か考えられる。 

1．表土 1．表土 ョ 

2．暗褐色土 炭火物，ローム小ブロック， 

焼土粒子を多く混じえる。 

3．暗褐色土 焼土粒子，炭化物を含み， 

固くしまる。 

4．暗褐色土 3 層と類似するが粘性に富む。  

5．暗褐色土 焼土を多量に混じえる。 

6．暗褐色土 焼土粒子，炭化物を少量混じ 

える。 

7． ロームブロック 

第 4 図  1号住居比 
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I 

L 表土 

2，暗褐色土 炭化物，ローム小ブロック，焼土粒子を多く混 

じえる。 

3．暗褐色土 ロームフいロックを多く混じえる。 

4．暗褐色土 固くしまリ，粘性に富む。 

5．暗褐色土 褐鉄面の上に堆穫した層。ローム小ブロックを 

多く混じえる。 6層と類似する。 

6．暗褐色土 粘性に富む。 

0 2m 
~ 

B 

1 

、 

B 36.80m旦 

蕊 
図  2号住居

一61一 

2. 2号住居比 

1号住居比西で検出された。 1号住居比を切って構築されている。南側調査区へほとんどが延び

るため全体の 5 分の 2 程度の調査てある。調査区内長軸（東西）7.5m 、南」ヒ3.5m以上を測り、平面

小判形を呈していたものと思われるo 壁の掘り込みはほぽ垂直、壁高90cmを測る。壁溝は存在しな

い。床面は堅く良好、炉比は 2 基検出された。 

1号炉は長軸57cm、短軸38cm、深さ 3~ 5 cmを測る。炭化物、灰の堆積は極く薄く、炉床もほと

んど焼けていないo 

2 号炉は 1号炉南西1.5mに位置し、長軸1.2m、短軸75cm、深さ15cmを測る。炭化物、灰はやや

厚く堆積しており、炉床はロームか 3~5mほどボロボロになり、よく焼けている。又、炉内ほぼ

中央には細長い泥岩塊かみられた。 

住居比覆土は自然堆積を示しているか、下部の 5 層と 6 層の間には鉄分か固まった、床面と間違う

ほどの面か在る。床面上からは大小12号の柱穴・土墳が検出された。主柱穴は 1号炉南東1.5rrl で 



検出された柱穴と考えられる。径50cm、深さ50cmを測る。 

小柱穴は 2 号炉と、住居堆西壁との間に集中している。各柱穴は径12-15cmの円形ないし方形を 

呈し深さ 7 -10cmを側る。炉周辺の構築物と考えられる。 

ト 巨 

1．茶褐色粘質土 

2．暗茶褐色土 多量の炭化物及び焼土を混じえる。 

37.60m 』― ン
」
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第 6 図 2 号住居比炉 

 

3． その他の住居比 

3 号住居比は部分的に調査（壁高・床の状態）を行ったものの4-6号住居比は平面形の一部の 

把握にとどまった。 

3 号住居比は壁高50cm、床面は高く、壁溝はない。覆土上部からは須恵器片が出土しているか、 

3 号住居比の北部分には焼土の散乱状況等から時代の新しい住居堆の存在も考えられる。 

第 4章 出土遺物 

1. 2号住居比出土遺物（第 1図） 

大型住居の割に調査対称面積が狭かったためか出土した遺物は少なく、小片か多い。 

1~ 3は壷の底部片。 1は底径8.5cmを測る。白色と黒色の砂粒を含み、鈍黄色を呈し、焼成は良

好て良く焼きしまるものの、器肉か厚くほってりとする。底部は台状に張り出し、側壁は底部脇よ

り強く外反する。刷毛による最終調整は粗雑て、底部脇接合部には指頭の押さえか残る。底面には

木葉痕を残すか不明瞭。 

2 は底径 8 cmを測る。白色の小石粒を多く混じえ、内面黒色、外面赤褐色に焼け上かる。焼成は

良好で器肉も薄い。内外面共に箆によるナテもしくはミカキか行られるか、褐鉄の付着かひとい。 

外面には赤彩か施される。胴部の立ち上がりは低く、最大径が低位に位置する。 

3は底径6.5mを測る。黒色砂粒を多く混じえるザラっとした土で赤色を呈する。焼成は良好て良

くしまる。底部脇は台状に張り、底部外周かやや高まっている。内外面共に箆ナテがなされ、外面

には赤彩が施される。 

-62- 
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第1図 2 号住居堆出土遺物 

4 は台付嚢である。くびれ部の径は突帯部を含めて8.6cmを測る。白色の小石粒を多く混じえる粉

質土て黄灰色を呈し、焼成は良好てある。胴部は真直ぐに立ち上かる。胴部の内外面はやはり粗い

ミカギ状の箆調整が行われ、突帯の接合部は箆の押えがなされている。突帯には不規則な刻みが入

る。 

5 は細粒黒灰色凝灰岩の磨石である。現存で、7.5 X 6. 8X S . 3cmを測る。図上の底面は平担になっ

ている。 6は粗粒凝灰岩の打製石斧。7 .5 X 4.5 X 2.5cmを測る。褐鉄面上より出土し、かなり水磨し

ており、調整打痕などは不明瞭である。流れ込みと考えられる。 

この他、床面より検出された土器片（図版 3 ）は図示できなかったが、胴から肩にかけての破片

は弥生後期前半と思われ、住居比の形状もそれを追認させる。この事はここで取り挙げた遺物の中

にも流れ込みを考えさせるものもあるか、所謂弥生町式の盛行を見ない南武蔵及び三浦半島の状況

を表わしているともされようか。ともあれ、弥生後期として当遺跡周辺に多くの住居比が存在する

ことを示すものであろう。 

2. 3 号住居比出土遺物（第 8 図） 

3 号住居比は完掘せず輪郭を出したに留めたため、多時期にわたる多くの遺物が出土している。 

久ケ原期カら前野町期併行までの弥生式土器、 7世紀後半から 8世紀前半代の土師 須恵器なとで

ある。 

1は口径18.8mを測る台付嚢である。黒色・白色の砂粒を多く混じえるザラついた土で鈍黄色を

呈するo 焼成はややあまく、つくりも全体にほってりとしている。胴部はあまり強く張らず、口縁 

-63ー 



直下で外へ開く。口唇の指頭押捺は外から行われ、外面側の窪みは小さくなる。整形はョコナテに

よってなされるか、屈曲する頚部外面には箆の押さえ痕が残る。 

2 はロ径18m、頚部径8.6mを測る壷である。石英小石粒を多く混じえるザノクリした淡紅色を呈

し、良く焼きしまる。口縁下の屈曲は強く水平に近くなり、口唇端は下方に下がり角張る。頚部か

ら口縁にかけての内外面は刷毛調整かなされ、肩には沈線によって画された羽状縄文が施される。 

3 ・ 4 は高杯の杯部であるO 

3 は口径16. 5cmを測る。白色微砂を混じえるやや粗い土。赤褐色を呈し、良くしまる。内面は黒

色に炭素の吸着か見られるか、その表層が剥離する傾向が強い。口唇は外方へ斜めに削り取られ、 

角張り、また肥厚する。 

4 は口径16cmを測る。杯部の浅いものである。黒色の小石粒を多く混じえる粘質土で、燈色味の

褐色を呈する。焼成はややあまい。薄手の作りてある。口唇は丸く、体部は平担な杯底部より稜を

なして外へ大きく広かる。箆のミカギは全面に及び、f不部はョコナテの後に、脚部は箆削りの後に

なされる。 

5 は台付嚢の脚台である。脚台径は9.6cmを測る。白色の可石粒を多く混じえるザラついた土で、 

鈍黄色を呈する。器肉は非常に厚く、ぽってりとしている。脚台は内傾気味に開き、端部は平担に

削られている。貼り付けの突帯は幅広く厚いけれども、器体との高底差はあまりなく、体部ともそ

のまま連続するような割れ口を示し、器体と一体化してしまっているようである。脚台外面は指頭

ナデ、内面は箆ナデ整形による。 

6 -8は土師器てある。 

6, 7はそれぞれ口径9.8cm,llcmを測る壷で、黒色の小石粒を多く混じえたサラつく土てある。 

口頚部はョコナテ、頚部から胴部は箆のナテ上げによる。 7は口唇が尖る。 8 は丸底の」不で、口径 

11. 6cmを測る。淡紅色て非常に良くしまっている。口縁部は強いョコナテによって外面に段を作り、 

口唇は尖り気味となる。体部外面は箆削りによる整形と思われるか不明瞭てある。 8世紀の第1四

半紀と考えられる。 

9~ 11は須恵器の杯と杯蓋である。 

9 は杯蓋で口径12cm、器高3. 25cmを測る。全体に丸味を持ち、貼り付けのつまみ部はずんぐりと

し、その基部径も大きい。天井部全体も偏平となり、身受けかえり部は小さく、そして内側によっ

ている。外面には緑灰色の自然粕降灰か部分的にかかり、吹きあかっている。 

10は高台径11.2mを測る。付け高台は外へ開き、丸い感じを与える。 

nは高台径9.4cm、口径14. 2cm、器高3.4cmを測る。回転箆削り出しの底部は断面方形の高台を持

ち、体部は鋭角的に外へ開く。高台から見込みまでの高さの割に体部が浅い。 

12は弥生後期前半頃の壷である。底径10. 2cm、最大径29.8cmを測る。雲母を多く混じえる、淡黄

色を呈し、焼成はややあまい。底部より外反気味に大きく開き、最大径を比較的低く持ち、胴上部

から肩にかけて施文されると思われる。沈線に画された施文帯内に、上下に互い違に向き会って刻 

-64ー 
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第 9 図 その他の主な土器片 
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電（器う醜 

In 10cm 
1 

される山形文の中に羽状縄文かある。体部外面は横方向の箆ミカキかなされ、赤彩されている。 

13は分銅型の打製石斧である。材質は黒色の硬質砂岩のため、調整打痕はほとんど残っていない。 

ただ、刃部先端に使用による刃こぽれ状の窪みが見られる。全長12. 2cm、最大幅6.2cmを測る。厚み

は一定でなく、一方に片寄っている。柄の装着のためとも考えられる。 

3． その他の主な土器片（第 9 図） 

1. 2は 1号住居出土。 1は壷の胴部片。縄文帯地に菱形もしくは連続山形文の沈線。 2は羽状

縄文の施された壷口縁。 

3- 7は 2 号住居出土。 3 、 4 は共に口縁の折り返えしに交互押捺が行われた嚢の口縁である。 

4 は口辺部に粘土帯を数段もつ久ケ原期以降の嚢。 5 も嚢の口縁部であるが、これは口唇に刻みが

入り、縦位の刷毛目を体部に有する。 6は壷の口縁部。羽状縄文を付された折り返えし口縁の下端

に刻みを入れる。 7は縄文土器てある。縄文地に太い沈線の走るものと思われるが、縄文は不明瞭

となっている。 

8 -12は 3 号住居出土08は嚢の口縁部。口唇に刻みが入り、横位の刷毛目を体部に残している。 

9 -12は壷の頚部もしくは胴部片である。 9 は沈線に画された羽状縄文で、文様帯外は赤彩されて

いる。10は肩から頚部にかけて交互の方向に連接縄文が付され、その一段一段の境い目にボタン状

突起の貼付がされる。11は縄文が 2 本の山形文に画される。13は S字状連節文だけが施されてる。 

1 
、驚静「2 簾警麟 



4． 中世の遺物（第10図） 

遺構は検出されなかったものの中世の遺物が約 

20点出土した。出土したのは瀬戸、常滑、手培り、 

かわらけなどであるが、そのほとんどは小片であ

り図示あるいは拓影のとれたものは図版の 3 点に

すぎない。 

1は碗と思われる。幅広く低い削り出し高台を 
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1 

0 5cm 
~ i - I I I 

もつ。高台径5.3cmを測る。胎土は淡黄色を呈しや 第加図 中世遺物 

や粗く、さっくりとしている。内面には淡黄緑色の粕がかけられているか、残存する外面には粕か

認められない。瀬戸窯の製品である。 

2 は瓦質研磨手培りである。口径復元不可能。胎土はピンクがかった淡褐色を呈し、粗いか焼き

締っている。器面は口唇天部から外面か黒色、内面は淡褐色を呈する。外面口縁直下には浅く細い

沈線で区画された横位の文様帯かあり、その内側には径1. 3cm、 12弁の菊花スタンプか密に捺されて

いる。口縁断面は四角形、側壁は直立していたものと思われる。 

3 はかわらけである。胎土は細く、粉っぽい。口縁部を欠くため断面形が十分に把握できないが、 

残存部からみると口縁部は胴部中位からやや強く外反するようである。外底面には回転糸切り痕が

残る。復元底径6.5cm。側面観、胎土は玉縄城周辺より出土するかわらけに類似する。戦国期のもの

であろう。 

ま と め 

本遺跡周辺は、先に述べたとおり、古くから多期にわたる遺物が採集できることが知られ、大規

模な集落 thの存在が推定されてきた。 

調査は約50m2という狭い範囲でしかも深度規制のあるなかて 6 軒の住居比が確認され、さらに遺

構は確認されなかったものの中世のかわらけ、瀬戸窯製品などか、台地上にかなり広範囲に散布し

ていることが把握できた。（註 3) 

「台山」と称される遺跡地（広範囲の）に対する調査は、本遺跡を含め 3 件を数えるが、すべての

調査面積を合せても、ほんの一画を調査したにすぎない。周辺部はすでに宅地化されており「台山」 

全体の集落の変遷、中世の様相などはすてに知り得る述もないが、おそらくは北に沖積低地（現・

鎌倉市台一帯）をもつ、相当規模の集落が長期間にわたって営まれていたものと考えられる。 

なお、調査実施に際し、神奈川県教育庁文化財保護課白石浩之・山本揮久氏、施主保谷三千雄・

和雄氏・三橋猛設計事務所三橋猛氏、諸氏・諸機関の御協力、御指導を賜った。記して感謝の意を

表したい。 

167- 



註1． 丑野 毅「神奈川県鎌倉市台遺跡調査報告」昭和49年『人文科学科紀要』東京大学教養学部

人文科学科 

註2． 鎌倉市山ノ内字藤源治に所在する北鎌倉女学園用地内の発掘調査。未報告ではあるか縄文時

代～戦国時代までの遺物・遺構が検出されている。 

註3． 註 1の報文中に、遺跡内採集のかわらけの他に台山を本遺跡地北で横断する地点からかわら

けを採集したとある。又註 2 の遺跡でもかわらけ等の中世遺物が多く出土している。 
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図版 1 

▲ 調査区全景（調査終了後） 

' 1号住居比 及び

堆積堀 

（う1〕 



▲ 1 号住居堆及び 3 号住居比 

▲ 2 号住居蛙（北西から） 
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図版 2 

▲ 2 号住居比及び 3 号住居堆 

▲ 2 号住居比 1 号炉 
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図版 3 

2 号住居蛙 2 号炉 

▼ 2 号住居比 床面上遺物出土状況 

い・・m"％・磐Fり叱‘1’「響物i:m群1 

▼ 3 号住居比 覆土中遺物出土状況 

3 号住居堆 覆土中遺物出土状況 ト 



図版 4 

▲ 2 号住居比出土遺物 

▲ 3 号住居比出土壷 
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図版 5 

弥生式土器 

土師器 

須恵器 

▲ 3 号住居比出土遺物 
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図版 6 

▲石斧 

▲ 中世の遺物 




